
鶴
岡
市
国
保
運
営
協
議

会
（
佐
藤
信
雄
会
長
、
委

員

人
）
の
第
１
回
会
議

16
が
５
日
、
市
役
所
で
開
か

れ
、
平
成

年
度
決
算
な

24

ど
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

年
度
は
支
援
分
・

24介
護
分
引
き
上
げ

国
保
加
入
者
は
７
月
２

日
（
本
算
定
日
）
で
２
万

４
７
８
世
帯
（
△
３
３
４

世
帯
）、
３
万
６
２
８
７
人

（
△
８
６
５
人
）
と
減
少

傾
向
で
す
（

年
度
は
△

23

２
６
３
世
帯
、
△
１
０
４

１
人
）。

国
保
税
は

年
度
に
統

23

一
さ
れ
、

年
度
は
医
療

24

分
が
据
置
き
、
後
期
高
齢

者
支
援
分
（
１
人
当
た
り

平
均
１
７
１
３
円
）
と
介

護
納
付
分
（
同
４
２
２
０

円
）
が
引
き
上
げ
さ
れ
ま

し
た
。

値
上
げ
過
大
だ
っ
た

年
度
の
国
保
税
は
、

25
医
療
分
が
１
人
当
た
り
１

万
５
８
０
円
、

・
３
％

14

引
き
上
げ
が
共
産
党
除
く

賛
成
多
数
で
可
決
（
３
月

議
会
）。

７
月
２
日
現
在
の
調
定

額
で
み
る
と
、

年
産
米

24

の
仮
渡
金
２
０
０
０
円
増

な
ど
の
影
響
も
あ
り
、
医

療
で
１
人
当
た
り
６
万
２

９
６
３
円
で
、

年
度
（
５

24

万
６
４
７
円
）
と
比
べ
１

万
２
３
１
６
円
、

・
３

24

％
増
（
支
援
分
含
め
１
万

２
８
３
７
円

・
３
％
増
）

17

と
な
り
、
党
市
議
団
が
指

摘
し
て
い
た
よ
う
に
値
上

げ
幅
が
過
大
だ
っ
た
こ
と

が
明
ら
か
で
す
。

赤
字
幅
が
縮
小

年
度
決
算
の
単
年
度

24
収
支
は
△
２
億
８
１
５
５

万
円
で
、
２
年
連
続
４
億

円
超
の
赤
字
幅
が
縮
小
さ

れ
、

年
度
末
の
財
源
保

24

留
額
（
基
金
＋
繰
越
金
）

は
６
億
６
７
４
６
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

国
保
税
の
収
納
率
は
、

現
年
課
税
で

・

％
、

92

03

滞
納
分
で

・

％
、
合

15

07

計
で

・

％
と
な
り
、

67

85

２
・

ポ
イ
ン
ト
改
善
し
、

35

滞
納
額
は

億
８
千
万
円

13

で
不
納
欠
損
額
は
９
３
４

６
万
円
（
前
年
度
８
４
０

０
万
円
）
を
処
分
し
ま
し

た
。国

保
税
滞
納
に
対
し
、

８
月

日
に
滞
納
者
審
査

19

会
を
お
こ
な
っ
て
、
５
期

以
上
の
滞
納
に
３
ヶ
月
の

短
期
保
険
証
、
１
年
以
上

に
資
格
証
明
書
の
交
付
を

進
め
、
正
規
保
険
証
の
取

り
上
げ
は
大
き
な
問
題
で

す
。７

月

日
現
在
で
資
格

31

証
４
世
帯
（
前
年
度
４
世

帯
）、
短
期
保
険
証
８
８
３

世
帯
（
同
８
５
３
世
帯
）、

高
校
生
以
下
の
子
ど
も
対

象
に
６
ヶ
月
の
短
期
保
険

証
交
付
は
１
４
７
世
帯
２

５
２
人
（
同
１
４
３
世
帯

２
４
２
人
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

2013年８月11日
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願いしています。民報
配布者にご連絡下さい
（月２００円程度）
8月 19人 15,650円
7月 33人 36,350円

国保 単年度収支と財源保留額（基金＋繰越金）

単年度収支 財源保留額

17年度末 ▲1182万円 14億5305万円

18年度末 2億0812万円 16億6118万円

19年度末 8437万円 17億4555万円

20年度末 2億2282万円 19億6838万円

21年度末 ▲1億0466万円 18億6371万円
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25年度末見込み ▲1億0534万円 5億6212万円

26年度末見込み ▲3687万円 5億2525万円

27年度末見込み 2923万円 5億2817万円

（25年度末見込み以降は特別調整交付金特別事情

分1億6100万円(24年度)を見込まない。）

鶴岡市国保税収納率の推移(%)

現年 滞繰 計
17年度 92.35 9.45 74.86
18年度 92.52 10.45 74.60

19年度 92.19 12.40 73.31

20年度 91.18 12.98 67.41
21年度 90.62 11.02 66.45
22年度 91.36 12.38 65.25

23年度 91.71 13.51 65.50
24年度 92.03 15.07 67.85
☆平成20年度に75歳以上の高齢
者が後期高齢者医療制度に移行。

☆23年度税率統一

国保税滞納額の推移と

1人当たり国保税調定額(医療分・一般)の推移

滞納額 １人当たり国 国保税の改正

保税(医療分

・一般)

17年度末 12億2164万円 5万9488円

18年度末 13億3138万円 6万5521円 合併後初の値上げ、限度62万円

19年度末 14億2474万円 6万5936円 羽・温の介護分値上げ、限度65万

20年度末 14億3643万円 7万0756円 後期高齢者医療発足、介護分統一、限度68万円

21年度末 15億0431万円 7万2242円 限度69万円

22年度末 14億9781万円 6万8877円 限度73万円

23年度末 14億4857万円 6万8489円 税率統一・介護分1919円引き上げ、限度77万円

24年度末 13億8091万円 7万4156円 後期支援金1713円・介護分4220円引き上げ

25年度末 8万6993円 医療分10.580円、14.3%引き上げ
(H20以降は医療分＋後期高齢者医療支援分)

民報藤島は９００号を超えました。

読者の皆さんに支えられ、週刊発行で１８年が経過しました。

９００号を記念し、下記の通り集いを開催します。

どなたでも参加できます。

期日：８月３１日（土）午後２時～４時

場所 藤島駅前町内会館

会費 男１，０００円 女５００円

連絡先：事務局 成田忠一（０９０－７３２３－５１４４）



公
正
取
引
委
員
会
が
７

月

日
、
庄
内
５
農
協
に

30
対
し
、
コ
メ
の
販
売
手
数

料
で
独
禁
法
違
反
容
疑
で

立
ち
入
り
検
査
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。

県
で
は
５
日
、「
県
の
検

査
で
は
手
数
料
の
決
め
方

に
問
題
は
な
く
、
法
令
に

の
っ
と
っ
た
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
る
」
と
の
認

識
を
示
し
ま
し
た
。

全
国
農
協
中
央
会
は
２

０
０
６
年
、
グ
ル
ー
プ
全

体
の
定
額
制
移
行
を
打
ち

出
し
、
５
農
協
と
も
手
数

料
率
は
２
・
７
％
と
同
率

だ
っ
た
の
が
、
米
価
が
暴

落
し
た
２
０
１
０
年
産
頃

か
ら
定
額
制
を
検
討
。

４
農
協
が
１
俵
当
た
り

４
１
０
円
で
同
額
。
あ
ま

る
め
農
協
が
４
１
５
円
。

導
入
時
期
は
庄
内
み
ど
り

と
鶴
岡
が

年
、
他
は

12

11

年
。
い
ず
れ
も
組
合
員
座

談
会
で
方
針
を
説
明
し
総

代
会
や
総
会
、
理
事
会
で

決
め
て
い
ま
す
。

公
取
委
調
査
の
不
当
性

は
、「
Ｊ
Ａ
に
お
け
る
米
穀

の
集
荷
、
販
売
事
業
は
、

Ｊ
Ａ
間
に
競
争
関
係
は
無

く
、
…
独
占
禁
止
法
第
22

条
に
よ
っ
て
、
法
的
に
も

認
め
ら
れ
て
い
る
事
業
内

容
で
す
。」（
Ｊ
Ａ
つ
る
お

か
７
月

日
付
声
明
）
と

31

あ
る
と
お
り
で
す
。

同
法
第

条
は
、
協
同

22

組
合
を
独
占
禁
止
法
の
適

用
除
外
と
す
る
も
の
で
す
。

し
か
し
、
２
０
１
０
年

４
月
、
行
政
刷
新
会
議
の

農
業
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
会
議
に
、「
農
協
等
に
対

す
る
独
禁
法
適
用
除
外
の

見
直
し
」
が
検
討
項
目
に

上
げ
ら
れ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

を
推
進
す
る
安
倍
総
理
の

も
と
で
、
衆
参
選
挙
の
勝

利
か
ら
、
強
気
の
姿
勢
が

出
て
い
ま
す
。

郵
政
か
ん
ぽ
生
命
で
は
、

「
公
正
な
競
争
条
件
に
な

い
」
と
ア
メ
リ
カ
か
ら
攻

め
ら
れ
、
麻
生
太
郎
氏
は

「
郵
政
の
新
た
な
分
野
へ

の
進
出
は
認
め
な
い
」
と

約
束
し
、
先
日
ア
フ
ラ
ッ

ク
と
日
本
郵
政
と
の
提
携

が
発
表
。
ア
メ
リ
カ
の
が

ん
保
険
が
郵
便
局
の
窓
口

で
売
ら
れ
外
国
企
業
の
利

益
の
餌
食
と
さ
れ
ま
す
。

同
様
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
は

エ
ン
デ
ン
グ
ノ
ー
ト
は
、

葬
儀
・
墓
・
死
に
関
わ
る

こ
と
だ
け
で
な
く
、
立
ち

止
ま
り
、
振
り
返
り
、
家

族
を
思
い
、
こ
れ
か
ら
を

考
え
る
と
い
う
ふ
う
に
発

展
し
深
ま
っ
て
き
た
。

で
も
さ
し
あ
た
っ
て
葬

儀
や
墓
で
あ
る
。
そ
の
背

景
に
、
葬
儀
が
商
品
化
し

大
型
化
、
高
額
化
、
画
一

化
し
た
こ
と
が
あ
る
。「
葬

儀
社
の
言
わ
れ
る
ま
ま
、

ア
レ
ヨ
ア
レ
ヨ
と
い
う
間

に
高
い
葬
式
に
な
っ
た
」

「
葬
儀
の
意
味
は
ど
こ
に

あ
る
の
か
」
こ
ん
な
声
が

あ
が
り
「
葬
儀
考
」
が
多

様
に
発
展
し
て
き
た
。

私
は
墓
も
寺
も
な
い
。

子
孫
が
皆
こ
の
地
に
還
る

と
は
限
ら
な
い
な
ど
と
先

祖
代
々
之
墓
に
も
違
和
感

を
持
ち
始
め
て
い
た
。
そ

ん
な
時
こ
の
５
月
、
山
形

市
の
親
友
Ｅ
君
の
死
亡
通

知
が
き
た
。「
五
月
十
六
日

死
亡
し
ま
し
た
。
私
は
葬

儀
、
告
別
式
、
お
別
れ
会

等
は
一
切
行
な
わ
ず
、
家

族
と
兄
弟
の
み
で
火
葬
・

埋
葬
す
る
よ
う
（
中
略
）

固
く
い
い
の
こ
し
ま
し
た
。

（
中
略
）
御
厚
誼
を
い
た

だ
き
ま
し
た
、
心
よ
り
感

謝
致
し
ま
す
。
尚
、
遺
族

を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

永
遠
に
さ
よ
う
な
ら
。（
氏

名
）

こ
れ
は
本
人
の
意

思
に
基
づ
い
て
、
日
時
を

記
入
し
原
文
の
ま
ま
お
伝

え
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
御
子
息
・
奥
様
名
）」
と

い
う
も
の
で
し
た
。
初
め

て
の
こ
と
で
、
私
も
真
剣

に
エ
ン
デ
ン
グ
と
向
き
合

お
う
と
い
う
気
に
な
っ
た
。

デ
ィ
ア
が
悪
い
ん
だ
と
未

だ
に
取
り
消
し
て
い
ま
せ

ん
で
す
ゼ
。
そ
し
て
麻
生

の
弁
護
を
し
て
い
ま
す
よ
。

▼
こ
れ
も
自
民
党
が
参
院

選
で
の
勝
利
を
背
負
っ
て

の
言
動
で
し
ょ
う
ナ
。
何

が
ナ
ン
デ
も
ア
メ
リ
カ
の

要
求
に
応
え
た
い
と
、
ネ

ジ
レ
解
消
を
機
に
シ
ャ
ニ

ム
ニ
進
め
る
気
で
し
ょ
う
。

そ
の
ア
ラ
ワ
レ
だ
ゼ
。

▼
戦
争
を
し
な
い
国
の
憲

法
を
変
え
て
国
防
軍
を
持

ち
、
命
令
に
従
わ
な
い
者

は
軍
法
会
議
に
か
け
て
結

果
は
昔
と
同
じ
に
な
る
、

と
選
挙
中
に
幹
事
長
は
言

っ
て
い
た
の
だ
。

▼
彼
ら
の
内
で
は
、
憲
法

を
変
え
る
こ
と
が
こ
こ
ま

で
具
体
的
に
な
っ
て
い
る

と
言
え
る
で
し
ょ
う
が
、

そ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
ら

日
本
は
国
際
社
会
で
は
生

き
て
い
か
れ
な
い
で
し
ょ

う
。
世
界
中
か
ら
ツ
マ
ハ

ジ
キ
で
し
ょ
う
ヨ
。

▼
そ
ん
な
こ
と
に
な
ら
な

い
闘
い
が
必
要
で
す
が
、

と
り
あ
え
ず
は
失
言
大
臣

を
首
に
し
な
い
と
ネ
。

（
石
川
）

エ
ン
デ
ン
グ
ノ
ー
ト
（
２
）

―
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
を
読
ん
で

青
山

崇

公
取
委
の
農
協
調
査

「
競
争
」
迫
る
攻
撃
の
先
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ

失
言
大
臣

憲
法
を
変
え
る
の
に「
あ

の
手
口
か
ら
学
ん
だ
ら
ど

う
か
ね
」
と
言
っ
た
ん
だ

ゼ
。
ナ
チ
ス
の
や
っ
た
こ

と
を
ダ
。
誰
が
誤
解
が
で

き
ま
す
か
。
具
体
的
で
分

か
り
易
い
話
で
す
ゼ
。

▼
所
は
改
憲
推
進
の
集
ま

り
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
。
司

会
者
は
改
憲
で
は
名
の
知

れ
た
女
性
だ
っ
た
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。
集
ま
っ
た
人

が
喜
ぶ
話
・
望
み
の
あ
る

話
を
し
た
ん
で
す
よ
。

▼
と
こ
ろ
が
日
本
だ
け
で

な
く
国
際
的
に
も
問
題
に

な
っ
た
。
国
会
開
会
も
近

い
。
ど
う
し
よ
う
も
な
く

な
っ
て
３
日
も
過
ぎ
て
か

ら
取
り
消
す
こ
と
に
し
た
。

▼
な
ら
ば
、
彼
の
話
に
喜

ん
で
帰
っ
た
人
は
ど
う
な

る
の
。
誤
解
だ
っ
た
ら
聞

い
た
人
が
悪
い
ん
だ
か
ら
、

取
り
消
す
必
要
は
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

▼
大
阪
市
長
の
あ
の
話
の

弁
明
は
誰
も
信
じ
て
い
な

い
で
し
ょ
う
が
、
彼
は
メ

工
藤

博
司

今
は
酒
田
市
に
合
併
と
な
っ
た
が
、
旧
平

田
町
の
、
や
や
山
間
部
に
入
っ
た
と
こ
ろ
に

「
小
女
房
（
お
に
ょ
う
ぼ
う
）
」
と
い
う
地

名
の
村
落
が
あ
る
。

小
学
校
も
あ
り
、
か
つ
て
は
大
き
な
製
材

所
が
操
業
の
音
を
ひ
び
か
せ
て
い
た
。
今
は
、

青
い
田
ん
ぼ
か
ら
、
出
穂
に
移
る
頃
で
あ
る
。

米
の
自
由
化
な
ど
の
攻
勢
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
五
月
に
入
れ
ば
い
っ
せ
い
に
田
植
が
は

じ
ま
る
。
主
力
は
も
ち
ろ
ん
田
植
機
だ
が
、

年
配
の
女
性
た
ち
が
、
熱
心
に
手
植
え
を
し
て
い
る
姿
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
地

名
の
親
し
さ
は
格
別
で
あ
る
。

朝
日
が
昇
る
前
か
ら
田
の
あ
ち
こ
ち
に
働
く
姿
を
見
る
の
は
す
が
す
が
し
い
。

く
ら
し
を
支
え
ら
れ
る
生
産
者
米
価
が
補
償
さ
れ
れ
ば
、
中
山
間
地
は
活
気

を
戻
す
に
違
い
な
い
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
へ
の
愚
挙
こ
そ
中
止
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（画・加藤貞雄）

農
協
の
仕
組
み
は
「
不
公

正
競
争
」
に
当
た
る
と
攻

撃
さ
れ
、「
農
協
解
体
」
と

日
本
農
業
が
ア
メ
リ
カ
多

国
籍
企
業
の
餌
食
と
さ
れ

る
、
そ
の
前
触
れ
が
今
回

の
公
取
委
の
調
査
で
す
。
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